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高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、
医
療
の

充
実
は
切
実
な
社
会
的
要
求
だ
。
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
半
面
、

病
院
は
経
営
の
難
し
い
事
業
に
な
っ
て
い

る
。少

し
古
い
デ
ー
タ
に
な
る
が
、
医
療
経

点
の
同
調
査
の
経
営
指
標
を
比
較
し
て
気

が
付
く
の
は
、
民
間
の
医
療
法
人
に
比
べ

て
自
治
体
経
営
の
公
立
病
院
で
は
、
医
師

以
外
の
職
員
給
与
が
相
対
的
に
高
い
こ
と

で
あ
る
。
病
院
長
で
は
民
間
医
療
法
人
の

月
給
二
百
四
十
五
万
円
に
対
し
公
立
が
百

二
十
四
万
円
、
医
師
の
場
合
も
民
間
百
十

九
万
円
に
対
し
公
立
九
十
三
万
円
と
公
立

側
の
給
与
が
低
い
。
し
か
し
薬
剤
師
は
民

間
が
三
十
三
万
円
だ
が
公
立
は
四
十
四
万

円
、
同
様
に
看
護
職
員
民
間
三
十
万
円
、

公
立
三
十
八
万
円
、
看
護
補
助
職
員
民
間

十
九
万
円
、
公
立
二
十
五
万
円
、
医
療
技

術
員
民
間
二
十
八
万
円
、
公
立
四
十
二
万

円
、
技
能
労
務
員
・
労
務
員
で
民
間
二
十

一
万
円
、
公
立
三
十
六
万
円
と
い
ず
れ
も

公
立
の
水
準
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
も
ち

ろ
ん
年
齢
や
勤
務
条
件
な
ど
の
違
い
な
ど

か
ら
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
に
し
て

も
、
一
見
す
る
と
公
立
側
職
員
の
給
与
水

準
が
高
い
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

行
政
改
革
を
進
め
る
自
治
体
に
と
っ
て

は
、
民
間
と
給
与
差
が
著
し
い
病
院
を
自

ら
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、
検

討
の
対
象
に
す
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
。
確

か
に
、
こ
れ
ま
で
採
算
が
と
り
に
く
い
と

思
わ
れ
る
地
域
に
は
民
間
病
院
は
少
な

く
、
自
治
体
病
院
が
地
域
医
療
の
中
心
だ

っ
た
。
し
か
し
医
師
の
給
与
水
準
は
と
も

か
く
、
そ
の
他
職
員
の
人
件
費
が
相
対
的

に
高
水
準
の
公
立
病
院
で
今
後
も
事
業
を

維
持
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
大
き
な
課
題

だ
。地

域
医
療
を
担
う
の
は
自
治
体
経
営
の

公
立
病
院
だ
け
で
は
な
い
。
離
島
に
次
々

と
病
院
を
展
開
す
る
民
間
病
院
グ
ル
ー
プ

も
あ
る
。
放
送
衛
星
を
利
用
し
た
独
自
の

研
修
制
度
で
先
端
医
療
技
術
の
情
報
を
離

島
地
域
で
も
習
得
さ
せ
、
地
域
の
医
療
水

準
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。
新
た
な
発
想
に

よ
る
民
間
の
積
極
的
な
事
業
展
開
だ
。

さ
ら
に
、
地
域
に
密
着
し
て
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
る
動
き
は
こ
の
と
こ
ろ
活
発
に

な
っ
て
い
る
。
不
動
産
会
社
が
主
導
し
て

各
科
目
の
個
人
開
業
医
師
を
一
つ
の
建
物

に
集
め
て
地
域
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
っ
た
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
大
規
模

商
業
施
設
内
に
医
療
施
設
を
誘
致
す
る
な

ど
、
民
間
な
ら
で
は
の
発
想
や
事
業
複
合

の
相
乗
効
果
を
目
指
す
動
き
も
あ
る
。
こ

う
し
た
中
で
、
公
立
病
院
は
大
き
な
変
革

を
迫
ら
れ
て
い
る
。

厳
し
さ
増
す
財
務
状
況

民
間
に
積
極
展
開
の
動
き
も

各
地
に
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
、
こ
の
三
月
末

で
一
段
落
し
た
「
平
成
の
大
合
併
」。
そ
の
結
果

は
全
自
治
体
数
が
一
九
九
九
年
の
三
千
二
百
二
十

九
か
ら
千
八
百
二
十
へ
と
約
四
五
％
減
少
、
特
に

「
村
」
は
五
百
六
十
八
か
ら
百
九
十
七
（
六
六
％

減
）
と
な
り
、
「
町
」
も
千
九
百
九
十
か
ら
八
百

四
十
五
（
五
八
％
減
）
に
集
約
さ
れ
た
。
そ
の
一

方
で
「
市
」
は
、
合
併
で
減
少
し
た
数
よ
り
も
町

村
合
併
に
よ
っ
て
「
市
」
に
昇
格
し
た
数
が
上
回

っ
た
た
め
、
六
百
六
十
一
か
ら
七
百
七
十
八
（
一

六
％
増
）
へ
と
増
加
し
た
。

地
方
分
権
を
推
し
進
め
る
市
町
村
大
合
併
の
目

標
の
一
つ
は
、
合
併
に
よ
る
地
方
の
自
立
促
進
と

地
方
行
政
の
効
率
化
で
あ
る
。
国
が
受
け
持
っ
て

い
る
事
業
の
う
ち
、
地
方
で
で
き
る
こ
と
は
地
方

自
治
体
で
担
当
す
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
住
民
に

身
近
な
地
方
自
治
体
が
受
け
持
つ
ほ
う
が
よ
り
き

め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
。

国
が
地
方
に
委
託
し
て
行
っ
て
き
た
事
業
の
一

部
を
財
源
と
と
も
に
地
方
に
移
管
し
た
り
、
地
方

自
治
体
が
独
自
に
新
税
の
創
設
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
な
ど
、
国
と
自
治
体
の
行
政
事
業
を
根
本
的

な
と
こ
ろ
か
ら
再
編
成
す
る
作
業
が
進
行
中
で
あ

る
。
平
成
の
大
合
併
の
成
否
は
、
各
地
域
が
独
自

に
財
源
を
確
保
し
て
、
効
率
的
な
行
政
体
系
を
形

成
し
、
自
立
的
に
独
自
の
地
域
社
会
を
構
築
で
き

る
か
ど
う
か
に
あ
る
。

さ
て
、
効
率
的
に
地
方
行
政
を
展
開
す
る
手
法

の
一
つ
が
民
間
の
経
営
手
法
の
導
入
で
あ
る
。
こ

の
点
は
国
の
行
政
改
革
の
手
法
と
共
通
だ
。
ま
ず

地
方
公
営
企
業
が
供
給
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
自
体

が
必
要
か
ど
う
か
、
そ
の
軈
見
直
し
軋
が
第
一
歩

と
な
る
。
仮
に
必
要
だ
と
し
て
も
、
地
方
公
営
企

業
の
形
態
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
。

公
共
的
に
実
施
す
る
意
義
が
な
く
な
っ
て
い
る
事

業
で
あ
れ
ば
、
民
間
に
譲
渡
し
て
も
よ
い
は
ず

だ
。地

方
自
治
体
が
公
営
企
業
と
し
て
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
が
妥
当
な
場
合
で
も
、「
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
制
度
」「
地
方
独
立
行
政
法
人
制
度
」

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
」「
民
間
委
託
」
な
ど
に
よ
っ
て
民

間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る
道
も
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
公
共
事
業
と
し
て
継
続
す
る
際
に

も
、
中
期
経
営
計
画
の
策
定
や
合
理
的
な
業
績
評

価
の
実
施
、
積
極
的
な
情
報
開
示
に
よ
っ
て
、
事

業
経
営
の
計
画
性
や
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
が
要

愛知県にある市民病院。夜、急患を乗せた救急車はなぜかそこを素通

りしていきます。この病院は医師が次々と退職、さらには院長までもが

辞めてしまって救急医療体制が組めない状態になっていたのです。混乱

の一因は巨額の赤字。ここだけではなく、全国の公立病院のうち6割以

上が税金を投入してもなお赤字なのです。地方財政がひっ迫する中、こ

のままでは地域医療を担う公立病院がどんどんなくなるかもしれませ

ん。一体どうすればいいのか？　大胆な病院改革を仕掛けるひとりの男

と、医療現場の人々の葛藤を取材し、地域医療の未来像を探ります。

◇

求
さ
れ
る
。
そ
の
物
差
し
と
し
て
、
人
件
費
・
料

金
水
準
な
ど
に
つ
い
て
類
似
団
体
や
民
間
企
業
の

デ
ー
タ
を
参
考
に
し
て
事
業
内
容
が
適
正
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

自
治
体
が
行
っ
て
き
た
事
業
の
一
つ
に
「
病

院
」
が
あ
る
。
こ
れ
が
各
地
で
軈
見
直
し
軋
の
主

対
象
に
挙
が
っ
て
い
る
。

テレビ東京プロデューサー

斉藤　直宏氏
深刻さ増す公立病院の赤字
改革現場の苦闘を追う

過
疎
化
や
地
方
自
治
体
の
財
政
難
を
背
景
に
、
地
域
医
療
が
大
き
な
曲
が
り
角
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
東
京
系
列
の
「
日
経
ス
ペ
シ
ャ
ル
　
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
」（
毎
週
火

曜
日
放
送
）は
十
六
日
、
窮
地
に
陥
っ
た
各
地
の
病
院
で
改
革
に
挑
戦
す
る
姿
を
追
う
「
町

の
病
院
が
消
え
る
日
〜
地
域
医
療
の
未
来
を
描
け
〜
」
を
放
送
す
る
が
、
本
企
画
で
は
背

景
に
あ
る
自
治
体
の
財
政
難
や
病
院
の
窮
状
を
探
っ
て
み
る
。

所所番組の見番組の見

企
画
・
制
作
＝
日
本
経
済
新
聞
社
広
告
局

監
修
＝
中
島
洋
Ｍ
Ｍ
総
研
所
長

取
材
＝
飯
田
恭
子
、
渡
辺
裕
作
、
桂
山
奈
緒
子
、

三
谷
忠
照
、
山
本
恵
太
、
伊
藤
可
久

改革迫られる地方公営企業
病院も見直しの主対象に

岐
路
に
立
つ
病
院
経
営

岐
路
に
立
つ
病
院
経
営

岐
路
に
立
つ
病
院
経
営

「キーワードで読むガイアの夜明け」はテレビ東京系列で放映中の番組
「日経スペシャルガイアの夜明け」と連動した紙面企画です。
番組テーマに関連したキーワードについて多角的に解説することで
番組への理解をより一層深めます。
16日の放送テーマは「町の病院が消える日～地域医療の未来を描け～」。
ここから、岐路に立つ病院経営をキーワードに、
公立病院に改革が求められる背景などについて展望します。

済
研
究
・
社
会
保
険
福
祉
協
会
の
二
〇
〇

三
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
医
療
法
人
の

財
務
状
況
は
黒
字
の
病
院
が
〇
一
年
度
の

八
〇
・
九
％
か
ら
翌
年
度
は
七
一
・
八
％

に
減
少
し
た
。
赤
字
病
院
は
一
九
・
一
％

か
ら
二
八
・
二
％
に
増
加
。
〇
二
年
に
実

施
さ
れ
た
診
療
報

酬
規
定
改
定
の
影

響
と
見
ら
れ
、
病

院
経
営
が
急
速
に

悪
化
し
て
い
る
こ

と
が
読
み
取
れ

る
。経

営
は
総
じ
て

厳
し
く
、
厚
生
労

働
省
の
病
院
経
営

の
調
査
に
よ
る

と
、
病
床
数
が
百

以
上
の
病
院
の
医

療
収
支
の
平
均
は

〇
三
年
六
月
、
〇

五
年
六
月
の
両
時

点
で
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
。

〇
五
年
六
月
時

地域密着の医療機関への取り組み地域密着の医療機関への取り組み地域密着の医療機関への取り組み

専門分野への特化により専門分野への特化により
差別化をした経営改善の差別化をした経営改善の
取り組み事例取り組み事例

専門分野への特化により
差別化をした経営改善の
取り組み事例

厚生労働省がまとめた「中小病院の経営改善事例」から

在宅医療、介護分野を在宅医療、介護分野を
重視した経営改善事例重視した経営改善事例
在宅医療、介護分野を
重視した経営改善事例

巨大病院のおひざ元で、
「ケア付き住宅」など介護事業を拡大

病院間で、互いの治療内容を理解・連携

療養病床において、競争激化を
先読みして競争力強化に着手

他の高齢者ケア施設との連携促進

24時間オンコールシステムの導入

患者や他の医療機関、職員からも
選んでもらえる「オンリー・ワン（病院）」

患者の視点に基づき焦点を絞り込んだ
医療サービス（脳卒中、糖尿病など）

外来を病院から分離して隣接地に
クリニックを併設、ケアミックス型に

患者満足度調査や第三者評価を
活用した経営改善

公立病院の経営改善のために全国を飛び回る
地方公営企業経営アドバイザー・公認会計士の長隆さん


